
令和 2年 3月 9日

1 おかげさまの心を通じて交わるまちづくり（重点計画）

平成28年度　～　令和2年度　（5年間） 伊勢市

市内中心部を流れる勢田川の県下ワースト１位からの脱却を目指し、伊勢のひと・まち・自然を守り、安全で快適な生活環境を整える

①下水道処理人口普及率を51%(H28)から61%(H32)に増加

（H28当初） （H30末） （R2末）
① 下水道処理人口普及率

下水道を利用できる人口（人）/ 総人口（人）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

令和2年2月

伊勢市上下水道事業審議会により評価を実施

　ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H28 H29 H30 R1 R2
967

A07-001 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 内宮第3処理分区(未普及解消)1-A-1 面整備A=50.2ha 伊勢市 2,381
101

A07-002 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 内宮第4処理分区(未普及解消)1-A-2 面整備A=5.0ha 伊勢市 157
1,600

A07-003 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 外宮第7処理分区(未普及解消)1-A-3 面整備A=57.6ha 伊勢市 3,273
946

A07-004 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 外宮第12処理分区(未普及解消)1-A-4 面整備A=51.6ha 伊勢市 2,813
35

A07-005 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 相合処理分区(未普及解消)1-A-5 面整備A=0.4ha 伊勢市 340
3

A07-006 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 元町処理分区(未普及解消)1-A-6 面整備A=12.0ha 伊勢市 90
0

A07-007 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 明野処理分区(未普及解消)1-A-7 面整備A=3.8ha 伊勢市 23
0

A07-008 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 今一色第2処理分区(未普及解消)1-A-8 面整備A=0.5ha 伊勢市 2
103

A07-009 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 二見東処理分区(未普及解消)1-A-9 面整備A=5.8ha 伊勢市 413
2

A07-010 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 西処理分区(未普及解消)1-A-10 面整備A=2.0ha 伊勢市 62
0

A07-011 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 山田原処理分区(未普及解消)1-A-11 面整備A=0.5ha 伊勢市 4
0

A07-012 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 溝口北処理分区(未普及解消)1-A-12 面整備A=0.5ha 伊勢市 4
0

A07-013 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 溝口南処理分区(未普及解消)1-A-13 面整備A=0.1ha 伊勢市 2
0

A07-014 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 荘処理分区(未普及解消)1-A-14 面整備A=0.5ha 伊勢市 5
29

A07-015 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 検討資料作成1式 伊勢市 50
2

A07-016 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 面整備A=8.3ha 伊勢市 50
0

A07-017 下水道 一般 伊勢市 直接 伊勢市 汚水 新設 面整備A=0.1ha 伊勢市 50
3,788

小計（下水道事業） 9,719
3,788

合計 9,719

効率的な事業実施のための基本的な計画策定1-A-15

朝熊山麓処理分区(未普及解消)1-A-17

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

下段（黒）：計画

9,719百万円 9,719百万円 Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

3,788百万円
Ａ

3,788百万円
Ｂ - Ｃ -

効果促進事業費の割合
0.0%

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

53.7% 上段（赤）：実績

　　計画の成果目標（定量的指標）

光の街処理分区(未普及解消)1-A-16

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）　中間評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

51% 57% 61%

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業



Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・下水道管路整備の実施により、水・環境を守り、安全で快適な生活環境を整えることができた。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

中間目標値 57%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
中間実績値 53.7%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 　特になし
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・今後は、目標達成ができるよう未整備区域を重点的に整備を実施する。

一体的に実施することにより期待される効果

指標①（総人口
のうち下水道を
利用できる人口
の割合）

全体事業費
（百万円）工種

市町村名
港湾・地区名

 下水道処理人口普及率の中間目標は達成できなかったが、下水道整備は計画どおり実施している。
目標値に達していない要因としては、下流の幹線管渠整備が遅れたことで、供用開始時期が当初見込みか
ら変更となったこと。また、行政区域内人口予測121,300人が実績126,060人と異なったことによるもので
ある。

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

事業内容 市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略

要素となる事業名



（参考様式３）　　水の安全・安心基盤整備

　おかげさまの心を通じて交わるまちづくり（重点計画）

　平成28年度～令和2年度（5年間） 交付対象 　伊勢市

計画の名称

計画の期間


